
沖
縄
に

b
け
る
屋
取
集
落
の
研
究
と
課
題

田

里

一
、
屋
取
の
語
義
と
そ
の
概
念

トH施における屋取集落の研究と課題

友

哲

沖
縄
の
集
落
は
発
生
的
に
見
て
、
在
来
伝
統
の
「
古
村
」
@
と
、
凡
そ
一
七

O
O年
頃
の
近
世
期
に
起
源
を
も
っ
「
新
村
」
②
に
大
別

そ
の
中
で
、
異
色
の
集
落
性
格
を
有
す
る
「
屋
取
集
落
」
@
に
つ
い
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。

し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

筆
者
は
こ
れ
ま
で
後
者
の
新
村
落
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、
研
究
を
つ
づ
け
て
来
た
の
で
、
本
稿
で
は

「
屋
取
」
の
語
義
@
は
、

ヤ
ド
り
即
ち
宿
る
と
い
う
こ
と
で
、
貧
乏
土
族
、
零
落
士
族
が
田
舎
下
り
を
し
て
、

せ
、
其
処
に
宿
っ
た
こ
と
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。

暫
く
農
家
に
身
を
寄

凡
そ
二
五

O
年
前
か
ら
こ
の
貧
乏
・
零
落
士
族
や
そ
の
一
了
三
男
は
往
時
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
域
で
あ
る
首
里
・
那
覇
か

ゆ
か
っ
ち
ゅ

ら
、
沖
縄
島
の
農
村
地
域
へ
人
口
移
動
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
。
そ
の
発
生
の
要
因
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
旧
土
族
(
俗
に
は
良
人

と
言
う
)
⑤
の
帰
農
現
象
が
顕
著
な
事
象
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
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」
れ
ら
の
士
族
達
は
一
時
的
仮
居
、
仮
住
い
の
倍
し
い
生
活
か
ら
、

い
ず
れ
は
再
起
し
て
、
元
の
中
心
地
域
で
、

一
旗
あ
げ
た
い
と
い
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う
信
念
は
固
か
っ
た
が
、
時
世
の
流
れ
は
却
っ
て
帰
農
現
象
が
顕
現
し
、
遂
に
は
定
着
同
化
し
て
集
落
化
が
進
み
、
所
謂
屋
取
集
落
と
称

す
る
異
色
の
集
落
形
成
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

屋
取
現
象
は
こ
れ
ま
で
首
里
・
那
覇
に
集
居
せ
し
め
ら
れ
て
居
た
旧
士
族
達
が
、
官
職
・
采
地
の
欠
乏
に
対
応
し
て
、
新
し
い
生
活
手

段
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
人
間
活
動
の
姿
で
は
あ
る
が
、
特
殊
階
級
の
土
族
か
ら
帰
農
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
筋
目
を
立
て
、
節
儀

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
心
理
的
に
も
極
め
て
難
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

而
も
居
住
先
の
本
村
の
荒
蕪
地
、
荒
欠
地
の
一
部
を
譲
り
う
け
る
か
或
は
「
叶
掛
け
」
@
と
呼
ぶ
小
作
を
す
る
か
し
て
帰
農
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
士
族
意
識
も
残
り
、
出
身
地
へ
の
復
帰
意
識
も
強
く
、
自
尊
心
も
強
か
っ
た
。
従
っ
て
土

地
の
百
姓
達
と
は
対
立
意
識
が
あ
り
、
定
着
同
化
す
る
に
は
か
な
り
時
聞
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

ち

ひ

と

こ
れ
ら
の
士
族
帰
農
者
を
居
住
人
@
と
呼
び
、
土
地
の
百
姓
即
ち
地
人
@
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。

明
治
三
十
六
年
土
地
整
理
事
業
が
終
了
す
る
と
、
土
地
私
有
制
の
実
施
に
伴
っ
て
、
規
模
の
大
き
い
屋
取
集
落
は
次
第
に
行
政
的
単
位

村
(
字
の
こ
と
)
と
し
て
独
立
し
、
村
落
の
発
達
を
見
る
に
至
っ
た
。

と
も
あ
れ
「
屋
取
集
落
」
と
は
、
近
世
期
の
沖
縄
に
お
け
る
士
族
帰
農
に
よ
る
人
口
移
動
の
所
産
と
し
て
形
成
さ
れ
た
開
拓
村
落
の
性

格
を
も
っ
新
し
い
集
落
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

在
来
伝
統
の
「
古
村
」
即
ち
平
民
百
姓
村
@
に
対
し
、

士
族
帰
農
の
「
新
村
」
と
し
て
顕
著
な
特
色
を
有
し
て
い
る
o

本
稿
で
は
在
来

の
古
村
と
屋
取
集
落
を
比
較
し
つ
つ
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

尚
こ
の
屋
取
集
落
は
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
離
島
に
限
る
現
象
で
、
宮
古
諸
島
、

八
重
山
諸
島
の
類
似
現
象
は
別
の
視
点
で
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。



ニ
、
屋
取
集
落
の
分
布
の
態
容

a
、
分
布

屋
取
集
落
の
概
念
は
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
士
族
帰
農
に
よ
っ
て
発
生
す
る
集
落
現
象
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ

の
分
布
は
該
地
域
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
事
の
沖
縄
県
統
計
書
⑮
か
ら
、

士
族
人
口
比
率
を
算
出
し
、
そ
れ
に
基
い

て
士
族
人
口
比
率
に
よ
る
第
1
図
の
分
布
図
を
作
成
す
る
と
、

一
見
し
て
そ
の
分
布
の
態
容
が
看
取
さ
れ
る
。

士
族
人
口
比
率
が
平
均
値
以
上
の
間
切
(
今
の
村
の
こ
と
)
を
挙
げ
る
と
、
中
頭
郡
の
北
谷
(
現
嘉
手
納
村
を
含
む
)

-
具
志
川
・
越

来
(
現
コ
ザ
市
)

の
四
間
切
と
、
国
頭
郡
の
本
部
・
久
士
山
・
思
納
の
三
間
切
及
び
島
尻
郡
の
知
念
・
真
和
志

-
美
里
(
石
川
市
を
含
む
)

(
現
那
覇
市
に
合
併
)

-
大
里
(
与
那
原
町
を
含
む
)

の
三
間
切
で
、
以
上
の
十
間
切
が
最
も
卓
越
し
て
居
り
、
典
型
的
な
屋
取
集
落
の

沖縄における屋取集落の研究と課題

核
心
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

沖
縄
本
島
の
行
政
村
落
数
は
、

一
九
五
八
年
の
筆
者
の
調
査
@
で
は
六

O
Oで
あ
る
が
、
う
ち
一
六
九
の
村
落
は
、

一
七
一
一
一
一
年
以
降

今
日
ま
で
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
更
に
そ
の
う
ち
中
頭
郡
の
六
三
、
国
頭
郡
の
三
九
、
島
尻
郡
の
一
一
一
七
、
計
一
三
九
の
村
落
が
屋
取
集

落
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
二
一
一
一
%
強
の
村
落
が
屋
取
起
源
の
新
村
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

石
川
・
仲
泊
の
地
峡
部
を
境
と
し
て
、
北
部
地
区
(
国
頭
郡
)
と
中
・
南
部
(
中
頭
郡
島
尻
郡
)
地
区
は
、
自
然
的
条
件
か
ら
見
て
、

極
め
て
明
瞭
な
地
域
差
が
あ
る
が
、
集
落
分
布
の
態
容
も
地
域
差
が
顕
著
で
あ
る
。

北
部
地
区
は
国
頭
胴
体
部
の
東
海
岸
と
西
海
岸
、
お
よ
び
本
部
半
島
に
細
分
し
て
考
察
す
る
と
、

川
東
海
岸
と
西
海
岸
は
地
形
の
関
係
か
ら
全
く
類
似
の
分
布
で
、
臨
海
性
で
、
砂
浜
海
岸
か
湾
奥
の
狭
い
沖
積
地
を
選
ん
で
立
地
す
る

81 

こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
古
村
が
海
岸
の
良
位
置
を
占
拠
す
る
の
で
、
屋
取
集
落
の
新
村
は
、
残
さ
れ
た
甑
岸
位
置
の
狭
陸
な
空
間
に
限
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ら
れ
る
か
ら
、
如
何
に
も
素
朴
な
様
相
の
小
村
落
の
形
態
が
点
々
と
し
て
い
る
o

海
岸
位
置
の
屋
取
は
地
形
の
制
約
で
発
達
が
遅
れ
て
い

る
が
、
内
陸
部
の
台
地
面
(
上
原
と
呼
ぶ
)
に
分
布
す
る
屋
取
は
、
近
年
山
地
開
発
な
ど
で
活
気
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

何
本
部
半
島
は
地
質
・
地
形
の
条
件
が
複
雑
の
た
め
、
集
落
分
布
の
態
容
は
立
地
の
諸
条
件
が
反
映
し
て
、
き
わ
め
て
変
化
に
富
ん
で

い
る
。
二
一

O
O米
附
近
の
高
距
位
置
か
ら
、
古
生
代
石
灰
岩
の
台
地
、
国
頭
陳
層
台
地
、
琉
球
石
灰
岩
台
地
、
海
岸
の
砂
浜
地
迄
各
種
の

地
形
を
選
ん
で
、
新
古
の
集
落
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
本
部
間
切
の
石
灰
岩
台
地
に
は
か
つ
て
桃
原
屋
取
と
し
て
知
ら
れ
た
典
型
的
な

屋
取
集
落
が
あ
り
、
伊
豆
味
の
山
間
盆
地
に
も
面
白
い
屋
取
集
落
が
見
ら
れ
る
o

中
・
南
出
地
昆
は
地
形
・
土
質
な
ど
多
少
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
北
部
地
区
に
比
べ
て
低
平
地
が
多
い
か
ら
、
集
落
分
布
の
態
容
は
、

琉
琢
石
灰
岩
台
地
、
島
尻
層
泥
灰
岩
の
台
地
、
低
地
、
海
岸
の
沖
積
低
地
と
い
ず
れ
も
均
等
に
一
様
に
集
落
配
置
が
見
ら
れ
、
北
部
の
沿

沖縄における屋取集落の研究と課題

海
性
の
偏
在
す
る
分
布
に
対
し
て
、
中
・
南
部
は
全
域
的
な
一
様
の
分
布
態
容
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
も
屋
取
集
落
の
分
布
は
古

村
と
の
交
渉
闘
保
か
ら
し
て
、
そ
の
周
辺
に
発
生
し
、
分
布
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

今
H
東
洋
一
と
τ

一
口
わ
れ
る
一
嘉
手
納
基
地
の
一
帯
は
北
谷
岡
切
の
屋
収
の
卓
越
地
域
で
あ
っ
た
が
今
は
す
っ
か
り
変
容
し
て
居
り
、
越
来

間
切
も
同
様
で
あ
ゐ
υ

北
万
の
共
士
山
川
向
切
が
か
つ
て
の
昼
取
現
象
を
究
明
す
る
の
に
好
適
な
地
域
と
し
て
残
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
極
め

て
↑
志
議
探
い
も
の
が
あ
る
ο

筆
者
は
乙
の
具
志
川
向
切
の
昼
取
集
落
に
つ
い
て
は
⑫
、
既
に
発
表
し
た
が
、
そ
の
他
美
里
・
読
谷
・
中

城
・
宜
野
湾
.
南
部
地
区
の
大
里
・
佐
奴
・
知
念
・
玉
城
間
切
に
は
屋
取
集
落
の
分
布
が
卓
越
し
て
い
て
、
集
落
形
態
、
規
模
、
屋
敷
林

の
繁
比
の
状
態
な
ど
か
ら
、
在
釆
の
古
利
と
の
区
別
が
容
易
で
あ
る
。

狭
陛
な
離
島
社
会
の
沖
縄
島
に
、
近
世
尉
の
史
的
経
済
・
社
会
・
文
化
的
・
政
治
的
諸
相
を
投
影
し
て
、
そ
こ
に
古
村
と
新
村
が
対
照

83 

的
に
展
開
す
る
分
布
の
態
容
は
、
人
間
活
動
の
空
間
的
表
現
と
し
て
興
味
深
い
。
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b
、
立
地

屋
取
集
落
は
耕
地
立
地
を
す
る
こ
と
が
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
古
村
の
百
姓
地
(
御
授
け
地
と
も
言
う
)
即
ち
地
割
地
内

に
荒
蕪
地
・
荒
欠
地
が
生
ず
る
と
、
百
姓
村
で
は
土
地
の
耕
転
に
つ
い
て
苦
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
地
割
制
下
の
地
人
(
土
着
の
百

(
小
作
の
こ
と
)
し
て
、
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
又
間
切
に
よ
っ
て
は
民
力
疲
弊
し
、

う
け
ν
り

は

ら

い

う

け

ぢ

広
い
百
姓
地
を
も
て
あ
ま
し
、
中
央
政
庁
に
返
納
す
る
土
地
即
ち
「
請
地
」
や
、
御
手
入
処
分
に
あ
っ
た
土
地
「
払
請
地
」
な
ど
に
居
住

姓
)
達
は
、
貢
租
負
担
力
の
均
衡
維
持
に
四
苦
八
苦
す
る
関
係
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
こ
の
荒
蕪
地
・
荒
欠
地
を
居
住
人
(
士
族
の

か
・
な
え
か

「
叶
掛
け
」

に
、
耕
作
を
譲
っ
た
り
、

寄
留
者
)

人
を
入
植
せ
し
め
た
。
中
頭
郡
の
具
志
川
間
切
で
は
「
払
請
地
」
に
首
里
・
那
覇
・
久
米
等
に
広
く
移
住
民
募
集
ま
で
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
⑬
O

か
よ
う
に
居
住
人
即
ち
屋
取
人
は
百
姓
地
の
荒
蕪
地
・
荒
欠
地
や
請
地
・
払
請
地
の
開
墾
耕
作
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
耕

は
る
や
:

地
内
に
宅
地
を
構
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
畑
屋
式
(
畑
の
こ
と
を
ハ
ル
と
い
う
)
の
宅
地
が
、
古
村
か
ら
遠
く
離
れ
て
そ
の
周

囲
に
点
々
と
散
在
し
て
立
地
す
る
。

水
と
集
落
の
立
地
・
分
布
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
⑭
こ
と
は
原
則
的
で
あ
る
が
、
屋
取
集
落
の
場
合
は
そ
れ
は
二
次
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
は
耕
地
立
地
を
す
る
立
前
か
ら
耕
地
の
入
手
、
確
保
が
前
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
集
落
の
景
観
、
形
態
に
よ
く
現
わ
れ
て

い
る
。次

に
集
落
の
立
地
位
置
を
高
距
別
に
検
討
し
よ
う
。
沖
縄
は
亜
熱
帯
気
候
地
域
で
あ
る
か
ら
、
地
形
的
条
件
が
許
せ
ば
、

か
な
り
高
位

置
に
集
落
立
地
が
見
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
が
意
外
に
低
位
置
の
立
地
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
の
で
あ
る
。

沖
縄
島
の
脊
梁
山
地
も
約
五
百
米
で
、
そ
れ
程
高
い
こ
と
も
な
い
が
、
在
来
の
古
村
で
は
百
五
十
米
位
の
台
地
に
立
地
す
る
の
が
高
位

置
の
集
落
で
、
そ
れ
以
下
に
限
ら
れ
て
い
る
o

本
部
半
島
の
山
地
部
で
、
図
上
で
も
判
読
で
き
る
が
、
百
五
十
米
以
上
の
高
位
置
に
点
在



す
る
集
落
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
未
独
立
の
屋
取
集
落
で
あ
る
。

高距別の集落位置

¥¥l島尻同|国頭|離島|計
20米以下 11 21 6 50 

20-40 6 7 2 19 

40-60 3 6 8 1 18 

60← 80 8 15 6 29 

80-100 1 4 3 8 

100-120 7 2 9 

120-140 3 

140-160 3 

言十 I 31 I 64 I 35 I 

沖縄における屋取集落の研究と課題

第 1表

高
度
の
割
に
集
落
の
立
地
が
低
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
地
形
条
件
の
制
約
で
あ

る
。
長
い
河
川
ら
し
い
河
川
も
な
く
、
平
野
ら
し
い
の
も
乏
し
く
、
山
地
、
台
地
、
低
地

の
傾
斜
が
強
く
、
集
落
位
置
が
二
、
三
の
例
外
を
除
く
と
殆
ど
一
五
O
米
以
下
の
低
地
台

地
に
立
地
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
村
も
新
村
も
同
様
で
あ
る
。

第
1
表
は
屋
取
起
源
の
行
政
的
単
位
村
(
字
)

に
つ
い
て
、
地
形
図
か
ら
高
距
別
に
集

落
位
置
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
米
以
下
の
沖
積
低
地
と
六
十
か
ら
八
十
米
の
琉
球
石

灰
岩
の
台
地
、
島
尻
層
泥
灰
岩
の
台
地
が
集
落
位
置
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

c
、
形
態

屋
取
集
落
の
景
観
は
在
来
の
古
村
に
比
べ
て
、
散
居
形
態
を
と
る
の
で
特

形
態
で
あ
る
の
に
対
し
、
屋
取
集
落
の
散
村
形
態
は
多
様
で
あ
る
o

孤
立
状
の
も
の
、
点
状
の
も
の
、
線
状
に
寄
合
う
も
の
、
凝
集
す
る

色
が
あ
る
o

耕
地
立
地
を
立
前
と
す
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
村
が
凡
て
集
村

上
か
ら
最
も
区
別
し
易
い
。

小
村
落
、
血
縁
的
な
集
団
、
地
縁
的
な
寄
合
等
、
多
様
の
散
在
す
る
集
落
が
屋
取
集
落
の
景
観
的
特
色
と
言
え
る
。
古
村
と
新
村
は
形
態

に
、
孤
立
荘
宅
が
四
七
%
も
あ
り
、
二
戸
、
三
戸
、

中
頭
郡
の
具
志
川
村
字
西
原
の
宅
地
密
度
に
つ
い
て
、
矢
嶋
博
士
⑮
の
方
法
で
求
め
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
。

四一戸、

五
戸
ま
で
の
密
集
を
見
る
と
九
O
%
以
上
に
も
な
る
の
で
、
散
居
形
態
は
極

85 

め
て
明
瞭
で
あ
る
。

一
見
し
て
判
る
よ
う
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具志川村字西原小字別の宅地密集度 (1958年)第2表

16171819110戸i5 2 戸ぞ坦|
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15 

2 
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1 

19 

18 

55 

55 

8 

7 
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伊集久原

西原

慌

原

原

一

数

一

%

引
刊
嘉
一
計
ゴ
一
時

ブ

獅

苅

一

一

F
一
上

中
・
南
部
に
発
達
す
る
石
灰
岩
台
地
と
島
尻
層
泥
灰
岩
地
帯
で
は
、
起
伏
す
る
地
形
に
応

じ
て
、
耕
地
割
も
不
整
然
と
す
る
か
ら
、
道
路
網
や
宅
地
の
配
置
も
不
整
然
と
し
た
散
居
景

観
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
入
植
の
新
し
さ
等
も
あ
っ
て
、
屋
敷
林
や
石
垣
、
生
垣
な
ど
も
古
村
に
比
し
て
粗

末
で
あ
る
。

集
落
規
模
に
つ
い
て
見
る
と
、
沖
縄
本
島
の
全
行
政
区
(
字
)
、
都
市
地
区
も
含
め
て
、
そ

の
戸
数
別
に
四
つ
に
大
別
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
o

qο • 4
 

qu -
A
V
 

唱

1
0
0
 -

つ臼
唱
E
4nu -

勺，，
司
自
由
-

hu 
• 7

'
 

A
せ

特
大
(
三
O
O
戸
以
上
)
大
(
一
一
O
一
ー
ー
三
O
O
)
中
(
一
一
O
O
l
一
O
一
)
小
(
一
O

O
以
下
)
と
す
る
と
、
小
が
二
五
O
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
は
中
の
一
一
一
九
、
特
大
の
一
三

九
、
大
の
八
六
と
い
う
順
に
な
り
、
六
六
%
が
二
O
O
戸
以
下
の
行
政
区
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
を
屋
取
起
源
の
村
落
に
つ
い
て
見
る
と
、
特
大
五
、
大
一
一
、
中
四
一
一
、
小
八
一

と
な
り
、
二
O
O
戸
以
下
の
行
政
村
落
が
凡
そ
九
O
%
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
o

こ
れ
は
集

落
形
成
の
新
し
さ
を
意
味
し
て
い
る
o

五
O
戸
以
下
で
は
基
礎
単
位
と
し
て
は
殆
ど
未
独
立

で
あ
る
が
、
現
在
こ
の
段
階
の
屋
取
は
か
な
り
存
在
す
る
。

一
ニ
、
屋
取
集
溶
の
形
成

a
、
発
生
と
そ
の
背
景

一
七
三
二
年
に
首
里
王
府
の
一
二
司
官
(
宰
相
の
こ
と
)

で
、
天



さ
い
お
ん

才
政
治
家
と
称
さ
れ
た
具
志
頭
親
方
(
察
温
)

は
、
御
「
教
条
」
⑮
を
発
布
し
て
住
民
に
教
訓
を
垂
れ
て
い
る
o

そ
れ
は
察
温
が
三
司
官
に
就
任
し
て
五
年
目
で
、

い
わ
ば
当
時
の
国
民
読
本
と
も
称
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
往
時
の
社
会
背

景
か
ら
、

そ
の
必
然
性
を
持
つ
も
の
と
思
考
す
る
c

特
に
土
族
の
職
分
に
つ
い
て
、

「
御
当
国
役
座
之
儀
数
少
有
之
諸
士
之
儀
者
年
増
致
繁
栄
候
一
一
付
而
其
内
御
奉
公
不
仕
方
茂
余
多
可
罷

在
候

右
之
訳
ヲ
以
テ
常
々
忠
義
之
心
題
目
ニ
存
国
土
風
俗
之
為
何
篇
気
ヲ
附
神
妙
一
一
相

然
共
土
与
申
者
其
筋
目
百
姓
与
抜
群
相
替
候

勤
候
ハ
、
是
又
御
奉
公
之
筋
不
軽
勤
ニ
侯

何
連
茂
存
知
之
通
風
俗
悪
敷
罷
成
候
八
、
各
子
孫
モ
悪
敷
相
成
候
儀
案
中
之
事
候

己
U

K
さ
レ
U

入計百

17止

了
簡
ヲ
以
テ
土
之
節
義
大
切
-
一
存
万
端
正
道
ニ
可
致
執
行
事
」
以
上
の
よ
う
に
中
述
べ
て
い
る
o

先
に
尚
真
時
代
に
中
央
集
権
が
確
立
し
、

士
族
筋
自
の
者
は
大
方
首
里
・
那
覇
に
集
居
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
爾
来
年
々
歳
々
繁
栄
す

沖縄における屋取集落の研究と課題

る
士
族
の
増
加
に
対
し
、
官
職
、
采
地
の
不
足
は
目
立
ち
、
役
職
に
就
け
な
い
士
族
、
が
増
え
て
、
其
の
節
儀
を
大
切
に
せ
ず
、
風
俗
も
悪

く
な
っ
て
来
た
た
め
、

と
く
に
土
族
は
百
姓
と
抜
群
に
相
替
る
者
で
あ
る
か
ら
、
其
の
筋
目
を
立
て
て
節
儀
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
教
訓

し
た
わ
け
で
あ
る
。

当
時
の
中
心
地
域
で
あ
る
首
里
・
那
覇
の
貧
窮
士
族
や
下
級
土
族
の
失
業
対
策
、
授
産
事
，
業
は
社
会
問
題
と
な
り
、
中
央
政
庁
の
最
も

腐
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
窮
余
策
と
し
て
、

一
七
二
五
年
に
貧
土
の
転
職
許
可
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
土
族
帰
農

を
悠
憩
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o

察
温
は
更
に
「
独
物
語
」
@
に
お
い
て
、
政
道
の
本
筋
に
つ
い
て
、
そ
の
手
段
の
前
後
を
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
、
二
十
万
の
人
口
が
、

一
二
、
四
十
万
に
な
っ
て
も
困
る
こ
と
は
当
時
既
に
人
口
問
題
が
社
会
問
題
に
ま
で
な
っ
て
居
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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蒸
温
の
政
治
は
凡
て
の
面
に
積
極
策
を
と
り
、
首
里
王
府
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
偉
大
な
功
績
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

士
族
帰
農
の
奨
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励
に
は
困
窮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
ま
れ
士
族
帰
農
に
よ
る
人
口
移
動
の
所
産
と
し
て
の
屋
取
集
落
の
発
生
は
こ

の
よ
う
な
史
的
・
社
会
的
背
景
の
中
に
起
源
す
る
の
で
あ
る
。

発
生
・
発
達
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
的
確
な
資
料
を
欠
く
が
、
凡
そ
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

期

尚
敬
王
代
(
一
七
二
ニ
ー
ー
一
七
五
一
)
を
中
心
と
す
る
前
後
の
一

O
O年

第
二
期

尚
温
王
代
(
一
七
九
五
|
一
八

O
二
)
以
降
廃
藩
置
県
(
一
八
七
九
)
迄

第
三
期

廃
藩
置
県
後
土
地
整
理
(
一
九

O
三
)
迄

第
四
期

土
地
整
理
以
降

以
上
で
あ
る
が
、
第
一
期
は
創
成
期
で
あ
る
。
士
族
筋
目
の
二
・
三
男
対
策
と
見
ら
れ
る
が
、

一
七
二
五
年
の
貧
士
の
転
職
許
可
、

七
三

O
年
の
転
職
の
奨
励
は
こ
の
こ
と
を
証
し
て
い
る
o

筆
者
の
調
査
で
八
代
祖
先
の
草
分
け
が
古
い
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
期
は
屋
取
現
象
が
一
般
化
す
る
段
階
で
、
初
期
の
帰
農
者
が
よ
う
や
く
定
着
し
、
自
主
的
移
住
者
が
続
出
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ

た
頃
で
あ
る
。
隆
盛
期
と
言
え
よ
う
。
六
代
・
五
代
祖
先
の
草
分
け
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。

第
三
期
は
旧
藩
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
特
権
階
級
に
属
し
て
居
た
士
族
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
新
し
い
生
活

へ
の
途
に
苦
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
o

所
謂
廃
藩
士
族
の
現
出
、
そ
の
凋
落
振
り
は
実
に
あ
わ
れ
で
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
知
人
を
頼
り
、
知
己
を
尋
ね
、
或
は
一
家
を
あ
げ
て
、
全
島
域
に
屋
取
集
落
の
発
達
を
推
進
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
期
は
発
達
期
で
、
屋
取
か
ら
行
政
的
単
位
村
と
し
て
独
立
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
、
地
割
時
代
か
ら
土
地
私
有
時
代
へ
と
、
沖
縄

の
新
時
代
の
到
来
を
意
味
す
る
。



b
、
村
湾
形
成
の
過
程
と
そ
の
類
型

屋
取
集
落
の
形
成
過
程
は
、

人
口
の
移
動
(
首
里
・
那
覇
の
土
族

)
l↓
集
落
の
発
生
(
在
来

古
村
の
地
籍
内
に
仮
居

)
1↓
集
落
の
農
村
化
(
定
着
居
住
)
|
業
落
の
発
達
(
行
政
的
単
位
村
)

の
如
き
過
程
を
辿
る
が
、
沖
縄
島

の
六

O
O
の
行
政
落
数
の
う
ち
一
三
九
が
屋
取
起
源
の
村
落
で
あ
る
。
今
日
尚
、
屋
取
の
小
村
落
の
段
階
で
未
独
立
の
も
の
も
か
な
り
多

く
存
在
し
て
い
る
。

屋
取
集
落
は
形
成
過
程
、
移
住
の
形
態
な
ど
か
ら
次
の
三
つ
の
類
型
が
見
ら
れ
る
。

(3) (2) (1) 

独
立
屋
取
型

共
存
屋
取
型

従
属
屋
取
型

沖縄における屋取集落の研究と課題

以
上
の
三
つ
の
類
型
に
大
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
、

単
数
又
は
複
数
の
本
村
(
古
村
)

の
界
内
に
、
本
村
か
ら
分
離
し
、
孤
立
し
て
移
住
し
た
も
の
で
、
屋
取
集
落
の
典

川
独
立
屋
取
型

型
的
な
も
の
は
殆
ど
こ
れ
に
属
す
る
。
既
に
行
政
的
単
位
村
と
し
て
独
立
し
た
も
の
が
多
い
。
北
谷
間
切
、
具
志
川
間
切
等
士
族
人
口
比

率
の
高
か
っ
た
地
域
で
は
木
村
を
凌
い
で
発
展
し
た
も
の
も
あ
る
o

削
共
存
屋
取
型

本
村
の
位
置
の
移
動
や
、
民
力
の
衰
退
か
ら
、
多
く
の
屋
取
人
を
居
住
せ
し
め
て
、
木
村
と
屋
取
が
共
存
し
て
一
つ

の
行
政
的
単
位
村
を
構
成
す
る
も
の
で
、
そ
の
数
は
少
な
い
が
、
両
者
の
同
化
、

一
体
化
が
す
す
み
、
独
立
屋
取
に
見
ら
れ
る
木
村
対
屋

取
の
対
立
意
識
、

士
族
対
百
姓
の
対
立
意
識
も
な
く
農
村
化
が
す
す
ん
で
い
る
o

本
部
間
切
伊
豆
味
村
落
や
金
武
間
切
宜
野
座
村
落
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
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削
従
属
屋
取
型

屋
取
の
初
期
的
段
階
の
も
の
で
、
移
住
の
時
期
が
新
し
い
こ
と
や
、
移
住
地
の
地
形
条
件
の
制
約
な
ど
か
ら
、
未
だ
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小
村
落
の
ま
ま
で
、
本
村
の
籍
内
に
従
属
的
に
移
住
す
る
も
の
で
、
何
々
屋
取
と
呼
称
す
る
も
の
ば
す
べ
て
こ
の
類
型
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
数
も
多
く
分
布
も
広
い
。

四
、
屋
取
集
落
の
内
部
構
造

a
、
木
村
と
屋
販
の
交
渉
関
係

屋
取
集
落
は
木
村
即
ち
在
来
の
古
村
(
平
民
百
姓
村
)

の
属
地
内
に
移
住
し
、

開
墾
を
始
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
形
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
在
来
の
吉
村
と
は
土
地
を
紐
帯
と
す
る
地
縁
的
結
合
関
係
が
生
じ
て
く
る
が
、
そ
の
共
同
体
的
な

結
び
つ
き
は
極
め
て
弱
く
、
形
式
的
で
却
っ
て
対
立
意
識
が
強
か
っ
た
。
新
田
集
落
が
親
村
の
校
村
・
子
村
と
し
て
密
接
な
関
係
の
あ
る

」
と
と
は
著
し
く
相
違
し
て
い
る
o

在
来
の
古
村
に
は
「
お
獄
」

「
ノ
ロ
」

「
根
神
」
等
の
村
落
共
同
体
の
紐
帯
が
あ
っ
て
、
平
民
百
姓
村
と
し
て
の
伝
統
性
を
強
く
保
持

し
て
い
る
が
、
屋
取
集
落
に
は
こ
の
よ
う
な
村
落
共
同
体
の
紐
帯
は
殆
ど
皆
無
で
あ
る
。

か
つ
て
の
階
級
制
度
の
行
き
が
か
り
か
ら
、
特
権
意
識
を
も
っ
士
族
達
は
、

た
と
え
今
は
零
落
し
て
い
て
も
、

い
ず
れ
は
再
起
し
て
一

旗
あ
げ
た
い
と
い
う
信
念
は
固
い
か
ら
、
地
人
と
同
化
融
合
せ
ず
、
自
尊
心
を
持
ち
、
独
立
不
覇
の
節
儀
を
守
り
、

士
族
意
識
を
強
く
残

し
て
い
た
。

又
地
人
達
も
こ
の
よ
う
な
士
族
の
横
長
に
は
、
至
極
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
威
張
っ
て
見
て
も
、
所
詮
は
自
分
等
の
死
活
の
問

題
で
あ
り
、
農
業
に
励
む
以
外
に
途
は
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
と
に
廃
藩
士
族
の
凋
落
振
り
は
あ
わ
れ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
立
意
識
は
通
婚
関
係
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
古
村
で
は
貢
租
に
対
応
す
る
た
め
の
人
口
の
均
衡
維
持
の
関
係
か
ら
、

農
民
の
移
動
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
婚
姻
も
村
内
婚
が
多
か
っ
た
。
今
で
こ
そ
相
互
間
の
通
婚
も
見
ら
れ
る
が
、
戦
前
ま
で
は
皆
無



に
等
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
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第

3
表

伊
本
部
間
切
伊
豆
味
の
姓
氏
別
調
(
一
九
六
二
年
調
)
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氏
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帰
仁
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高
山
(
一
一
)
島
袋
(
一

O
)
照
屋
(
八
)
兼
次
(
六
)
荻
堂
(
六
)
西
銘
(
五
)
鏡
波
(
五
)
小
橋
川
(
五
)
前
回
(
五
)
玉
城
(
五
)
伊

佐
(
五
)
上
村
(
運
天
)
(
五
)
桃
原
(
四
)
岸
本
(
四
)
与
那
嶺
(
四
)
渡
久
地
(
四
)
志
良
堂
(
四
)
安
田
(
三
)
仲
宗
根
(
一
二
)
阿
波
根

(
三
)
島
田
(
三
)
奥
原
(
三
)
大
城
(
二
)
上
地
(
二
)
仲
田
(
二
)
山
城
(
二
)
運
天
(
二
)
国
場
合
二
仲
間
合
乙
城
間
(
二
)
上

原
(
二
)
古
堅
(
二
)
仲
里
(
一
)
田
場
(
一
)
当
山
(
二
与
那
城
(
一
)
松
田
(
二
安
里
(
一
)
喜
舎
場
(
一
)
神
田
(
一
)
天
久
(
一
)

花
城
(
一
)
嘉
陽
(
一
)
仲
本
(
一
)
上
皇
(
二
那
覇
(
一
)
新
城
(
一
)
泉
(
一
)
当
銘
(
二
儀
間
(
一
)
屋
富
祖
(
一
)
森
松
(
一
)

名
渡
山
(
一
)
下
西
(
一
)

(
計
一
五
一
二
戸
)

b
、
姓
氏
別
構
成

一
六
八
九
年
に
系
図
座
が
創
設
さ
れ
て
、

士
族
は
そ
れ
ぞ
れ
家
譜
が
編
修
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
も
っ
者
を
烈
栴

と
称
し
、
持
た
な
い
百
姓
は
無
系
と
呼
ば
れ
た
。
家
譜
の
編
修
と
共
に
諸
士
に
は
姓
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
氏
と
称
し
た
。
こ
の
姓
に
は

在

の

り

や

ま

と

在

か

ら

在

名
乗
(
大
和
名
と
も
い
う
)
と
唐
名
が
つ
け
ら
れ
、
和
漢
両
様
の
公
称
が
あ
る
が
、
名
乗
の
頭
字
即
ち
名
乗
頭
は
、
そ
の
一
族
に
固
定
し

て
い
る
の
で
⑬
、

姓
よ
り
は
名
乗
頭
を
基
に
し
た
方
が
そ
の
血
統
即
ち
姓
氏
を
知
る
に
は
甚
だ
都
合
が
よ
い
。

第
3
表
は
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
本
部
間
切
伊
豆
味
村
落
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
o

姓
氏
・
出
身
地
・
入
植
代
数
の
明
確

な
も
の
は
詳
細
に
記
し
て
あ
る
が
、
調
査
の
困
難
な
も
の
、

不
明
な
も
の
は
姓
と
戸
数
だ
け
を
列
挙
し
て
あ
る
。
伊
豆
味
村
落
は
共
存
屋

取
型
の
代
表
的
な
村
落
で
あ
る
が
、
第
3
表
で
も
そ
の
こ
と
は
推
察
で
き
よ
う
。

一
九
六
二
年
調
査
時
の
総
戸
数
三
二
六
戸
の
約
五
三
%

の
一
七
三
戸
に
つ
い
て
は
士
族
系
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
残
り
に
つ
い
て
も
子
細
に
調
べ
る
と
、
系
持
、
無
系
が
判
別
す
る
と
思
う
が
、

こ
こ
で
は
姓
の
数
の
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
全
部
で
九

O
姓
も
あ
る
o

在
来
の
古
村
で
は
、
極
端
に
言
え
ば
美
里
間
切
山
城
村
落
の
事
例
の
よ
う
に
、
村
一
姓
で
、
同
姓
同
族
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
あ



る
O 

一
般
に
は
幾
つ
か
の
門
中
に
分
れ
て
、
そ
の
数
が
少
な
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
屋
取
で
は
そ
の
数
も
多
く
、
雑
多
な
こ
と
が
特
色
で
あ

る
O 

竺
土
地
所
有
の
指
向

初
期
の
屋
取
人
は
土
地
保
有
に
つ
い
て
は
そ
れ
程
執
着
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
定
着
同
化
の
意
識
よ
り
再

起
の
念
が
強
か
っ
た
か
ら
自
然
の
成
行
で
あ
る
が
、
年
々
歳
々
…
増
加
す
る
帰
農
者
の
繁
栄
は
土
地
所
有
へ
の
指
向
を
辿
る
こ
と
は
必
定
で

あ
る
。屋

取
人
は
屋
取
浮
草
と
か
屋
取
飛
鳥
な
ど
と
言
わ
れ
た
。
屋
取
人
が
耕
地
条
件
の
よ
い
所
を
探
し
求
め
て
、
転
々
移
動
す
る
か
ら
で
、

二
重
・
三
重
の
移
動
さ
え
見
ら
れ
る
o

帰
農
士
族
は
免
税
免
夫
の
特
権
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
定
着
す
る
ま
で
に
は
少
し
で
も
耕
地
条

件
の
よ
い
と
こ
ろ
を
求
め
て
転
々
し
た
の
で
あ
る
o

定
着
の
早
か
っ
た
者
は
入
植
地
を
根
拠
と
し
て
土
地
取
得
、
保
有
へ
と
指
向
し
て
い

沖縄における屋取集落の研究と課題

る。
百
姓
地
の
荒
蕪
地
・
荒
欠
地
が
で
き
る
と
、
居
住
人
に
限
ら
ず
、
貧
農
も
「
叶
掛
け
」
小
作
を
し
て
、
小
作
地
を
確
保
し
て
い
る
o

従

っ
て
廃
藩
置
県
の
頃
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
作
地
に
つ
い
て
法
的
問
題
が
惹
起
さ
れ
、
当
時
の
裁
判
係
か
ら
田
地
方
顧
問
に
対
し
て
、
旧

藩
制
の
取
扱
振
は
如
何
o

⑬
と
の
質
問
に
及
ん
で
い
る
o

と
も
あ
れ
帰
農
、
定
着
、
同
化
、
農
村
化
と
進
む
に
つ
れ
て
、
土
地
保
有
、
確
保
へ
の
指
向
は
一
層
強
く
な
り
、
家
は
粗
末
に
建
て
て

も
土
地
は
広
く
取
得
し
た
い
と
望
ん
で
居
た
o

土
地
は
金
を
儲
け
て
く
れ
る
が
家
屋
は
利
得
に
な
ら
な
い
。
家
よ
り
は
土
地
と
い
う
経
済

観
念
は
屋
取
人
に
き
わ
め
て
支
配
的
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
の
土
地
整
理
以
後
は
、
土
地
公
有
制
か
ら
私
有
制
に
移
行
す
る
の
で
、
屋
取
居
住
人
は
一
層
こ
の
執
念
を
固
持
し
て
、

93 

土
地
保
有
に
つ
と
め
て
行
っ
た
。
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耕
地
立
地
を
建
前
と
す
る
屋
取
集
落
は
、
居
住
す
る
宅
地
に
近
接
し
た
耕
地
は
次
第
に
屋
取
人
に
保
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
屋
取
集
落
の
耕
地
は
屋
敷
の
周
囲
に
集
固
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
耕
地
と
屋
敷
と
の
距
離
は
な
く
な
り
、
村
落
機
能
を
高
め

て
、
屋
取
集
落
の
発
展
の
基
礎
が
築
か
れ
て
行
っ
た
@
o

玉
、
結
び
と
課
題

本
稿
で
は
沖
縄
の
集
落
研
究
の
一
環
と
し
て
、

と
く
に
近
世
期
に
成
立
形
成
さ
れ
た
屋
取
集
落
と
称
す
る
開
拓
村
落
の
性
格
を
も
っ
新

村
落
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
o

主
題
の
屋
取
集
落
と
い
う
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
唐
突
の
感
を
抱

か
れ
る
こ
と
と
思
う
が
、
そ
れ
は
格
別
他
意
あ
つ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
と
、
沖
縄
の
古
代
集
落
へ
の
ア

ブ
ロ
ー
チ
の
多
い
割
に
、
近
世
期
の
こ
の
種
の
集
落
研
究
が
、
余
り
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
沖
縄
の
近
世
期
の
集
落
現
象
に
関
心
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
が
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
異
色
あ
る
地
割

土
地
制
度
、
が
施
行
さ
れ
て
い
た
時
で
集
落
現
象
と
の
関
連
も
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
今
後
の
私
の
集
落
研
究
の
課
題

は
、
こ
の
地
割
制
と
の
関
連
に
視
点
を
お
い
て
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
大
方
の
御
批
判
を
期
待
し
牛
歩
で
は
あ
る
が
研
究
深

化
を
図
り
た
い
所
存
で
あ
る
o

参

考

文

献

g 
拙
著

沖
縄
に
お
け
る
屋
取
集
落
の
研
究
(
第
2
報
)

(
一
九
六
四
)

琉
球
大
学
文
理
学
部
紀
要



沖縄における屋取集落の研究と課題

③
拙
著
沖
縄
に
お
け
る
屋
取
集
落
の
研
究
(
第
1
報
)

@
伊
波
普
猷
著
琉
球
古
今
日
記
(
一
九
二
九
)

⑤
比
嘉
春
潮
著
沖
縄
の
歴
史
(
一
九
五
九
)
e

@
伊
波
普
飲
箸
前
掲
書
凶

⑦
③
比
嘉
春
潮
著
前
掲
室
田
川
川
、

①
仲
松
弥
秀
著
沖
縄
の
集
落
(
一
九
六
二
)
琉
球
大
学
文
理
学
部
紀
要

⑬
赤
嶺
康
成
所
蔵
沖
縄
県
統
一
計
書
(
一
九

O
O
)

⑪
⑫
凶
望
台
前
掲
室
田
附

⑬
伊
波
誠
日
猷
著
前
掲
書
凶

⑬
仲
松
弥
秀
著
集
落
地
理
講
座
3

(
一
九
五
八
)

⑬
矢
嶋
仁
士
長
官
集
落
地
理
学
(
一
九
五
六
)

⑬
⑪
沖
縄
歴
史
研
究
会
察
温
選
集
(
一
九
六
七
)

⑬
東
恩
納
寛
惇
著
琉
球
の
歴
史
(
一
九
五
七
)

⑬
小
野
武
夫
編
近
世
地
方
経
済
史
料
第
十
巻
(
一
九
五
八
)

⑫
大
田
朝
敷
著
沖
縄
県
政
五
十
年
(
一
九
三
二
)

(
一
九
六

O
)

琉
球
大
学
文
理
学
部
紀
要

95 




